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　天文上の常識と申しますと，あまりi新しい方面は無くて，それは多く引用
の方に入って行きます．普通，趣味として天文をやってみる入から見ます
と，私等のやってみることの中には甚だ無趣味な事が多いやうに思はれるで
せう・若し時習が許しましたならば，後に趣味的な事を話したv・のですが，
始めには一一慮，大酔の卜定の骨組みを進めねばならぬと思ぴます．
　天文學といふものは最近200年來，殊にアィザ1ク・ニユウトンが宇宙引力
の學説を立てL，これで天罷の蓮動を殆ど完杢に説明した其の時から今まで，
只に東洋丈のみならす世界巾の民衆が，根本的に天文といふものを誤解をし
てみて，100人の中90人までは天文とv・ふものは数學を知らねば味はへない
やうに思ってゐられますが，これはニユウトンが作った罪であるといって宜
しV・．或はニユウトンが云った事の一部分を誤解した罪であります．實際は
さういふものではな）・ので，長い歴i史の全艦を考へて見ますと，20QO年，3000
年來支那やバビ・ニヤでは4000年の長v歴史を持ってるる天文が，最近200
年位から脱線してみるに過ぎないので，もう直きに之は正しい道に麟へるべ
きものと思ひます．何庭の國の書物三聖んでも，何庭の國の教育を調べても，
人世の文化には必ず有力な要素として天文學が入ってゐます．私自身天文を
やり出してから30年近くになる．其の間，殆ど酉洋の天文ばかりやってゐま
して，一時はこれで良いものだと思ってをりましたが，3，4年前からこれは
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大攣大間違ひして居ったといふことを考へて，後悔してみるのですが，實際，
やはり私以外に誰も其虚へ氣がつv・てるないと思ひます．倒れは何うv・ふ事
かとV・ふと，東洋に干ても西洋と匹敵するやうな長V・歴史を持ち，獲達して
居った東洋天文學を忘れて居ったことです．少くも支那のクラシックを研究
するために必要な此の天文學を，何故か，無理に斥けたやうに思ひますが，
これは非常な損失で，殊に天文學の意味を味ふためには非常な損失でありま
す．私一個隣して，又私共の開聞として，もう一遍東洋天文學を味はひ直す
とv・ふ事から出思する必要があると思ぴます．何故西洋に較べて東洋に特殊
な天文があるかと申しますと，西洋では御承知の通り，バビロニヤの天文學
から始まって來たもので，無論これはこれで有意義なものではあるのです．
聖書を挿みますと，今日の西洋天文墨といふものは非常に深V・意味がありま
す．御承知の通り薔約全書の初めは非常に密接にバビ・ン文化と關平してみ
て，殆ど其れはバビロン文化が生んだものであると云っても良V・位でありま
す．其の中に天文事項が澤山あるとV・ふ事は何うしても豫期せばならないも
のであります．創世記の第1章の第1節からして，これは今の我々が見れば聖
書と思ぴますが，昔の人が見たならば，之は天文墨の論文の一部分で，昔の
天文學は，これ以外に書きやうが無いのです，街，頁を繰って見るとそんな
ものは澤山ある。併し此の天文學はあっちこっちに数學が閃いてみるもので
はなくて，只，天よりのインスピレ1ションであります、私自身，一方で天
文をやってみて，又，野牛にはバイブルを讃みますが，初めから豫即したの
ではないが，此の爾方面の研究をやって見ると，非常に關係が深い．不思議
な縁故があると思ひます．聖書は實に天文の香ひが澤山現はれてるる．天文
の知識無しには，ヨハネの鰍示録なども讃んで無意味な所が多いのですが，
併し天文を少しく知ってゐますと非常に面白V・ものです．其の他の部分でも，
幾らでもさういふ所がある．イエス自身が天文の事を深くわかってをるやう
に見えませんが，併しよく味はつで見ると，それらしいものが少しは窺はれ
る．皆さんも，しどうせ私の事だからそんな事を云ふかも知れない「と豫期さ
れたか知れませんが，兎に角子の1時聞罷り私の話を嘉V・て頂く間，大饗そ
んな心持ちで1聴いて頂き度いと思ひます．
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　天艦を私共が見るとしましても，最も大きな感激は，叢の世界でなしに，
夜であります・書にも勿論太陽といふものが立派に輝いてゐますが，太陽は
あまりに桁外れに大きな光りであり，あまりに我々に惜して威歴的に出て來
．るために，我々はむしろ之を感激的に見ることが出來す，どうかすると太陽
から我々は逃げたがるものである．一艦人問とV・ふものは一私は李生から
こんな事を時々云って笑はれるのですが一一大罷10萬年前までの一覧といふ
ものは，書日中こんな所へ出て來て，明るい所で仕事をして居ったのではな
しに，多分夜の動物であったと思はれる．節が澤山あります．入間は少くと
も夕暮の頃から夜にかけて，穴の中から出て來て食べ物を探して生きて居っ
た動物でなかったかと想像される．その一つの誰朦は，皆さん，：炎天に長い
こと辛抱出平なV・でせう．冬の寒い時は大V・に照りつけられると有難いこと
tcも思ひますが，共の蝪合でさへ，暑さよりも寧ろ明るさに我々は耐へられ
ない．それから，又，私の職業的経験から以るのですが，人聞の眼といふも
のは，多分皆さんは御存知無V・かも知れませんが，非常に鏡敏なものであり
ます．天文學的に云ひますと，機械を使はないで肉眼で見ることの出門る星
で，一番光の弱い星は6等星です．6等星といふ星はi燭光一・標準の蝋燭1本
の光一の1億分1の明るさです．1億分1燭光の光が眼に見える丈けの下歯を
有ってみるのですが，かういふことは殆ど不必要な程度にまで我々の眼が感
じが良過ぎるといふことになる．此の事から考へて見ても，虞苦中人間とい
ふものが生活するやうに出來てるない．薄暗い所，暗いと云っても猫や鼠ほ
どには行かなv・かも如れませんが一780萬年，1⑪0萬年前の入墨は闇の動物
ではなかったのちやないかと考へられます．從ってこの夜とv・ふものは我々
にはL自分の國■である．夜がL我々の家「である，とV・ふやうに考へ直して見
ると，其虚に非常に面白い感じが回ると思ひます．理窟は抜きにして，實下
天に現はれる景色を見ると，一我々は書の室を見ても何にも深いものを感
じませぬが，夜の室を見せられると，100人が100人まで感激を受ける．この
感激といふものは，人間の文化がかうして進んで來た今日でも，すっと昔で
も，又，今から何100萬年後でも，同檬に受ける感激である，明室は人聞の
世界から徹底的に超越したものであるが，人間の文化が進めば進むほど強く
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感激するものです・世の文化は進んで，この地上は人聞が殆んど完全に征服
したといふことが出來るかも知れませんが，併し，今後幾萬年経っても一つ
の星を造ることも浦すことも出來ないでせう．何回までも星の世界は超然と
してみる．而も超然として我々の眼の前に天を飾ってみる星が，一思から
順序を追うて申しますことですが一一非常に不思議な美を我々に見せてくれ
るのです．先づ星を見て，大人でも子供でも，1番初めに感ず；ることは，美
しいと息ふことですが，これは吾人のハ1トに感ずる美であります．理窟で
はない．併しこの美も，私の分析した虞によると，星の美は5種類ある，か
うv・ふものは分析してみて却って美しさがわかって干るので，花の美は分析
してみると美が無くなると人は云ひますが，星の美は分析してみるとはっき
りして以る．では第1に星の美は何かとV・ふと，星の美は明るさの美です・
　　　　　　　　の　　　　といふと，これはわざとらしV・ですが，我々が學校へ通ひ始める頃初めて1番
星，2番星を見て喜んだのは其れは星の明るさの美です．明るV・のが美であ
る．ところが，それから段々見て行くと，明るくなくて美しいのがある．宵
の明星などは一番明るいので綺麗ですが，段々日が暮れてPleiadesとか或は
Ilyadesとか，誠に小さな星で，在るのか無いのかわからないやうなのです
が，澤山の中から微かに星一つ一つを自分の眼で見付け出す時の美しさは経
験の無い方にはわからない．
　さて，次の星の美しさは何かといふと色の美しさです．赤い星，青い星，
黄色い星と，星には憎々な色がある．之に反して，その隅から隅まで輝いて
みる星全部が若し同じ色であったと假平したならば，天といふものは，どん
なに殺風景なものでありませう．かういふ風に考へて見ると，我々に與へら
れてるる星の色の美しさといふものは喜ばしく考へられる、その色にも赤か
ら特色，黄色，眞白，それから青味がかった，眞㎡ではないが，ブリウイシ
ユ・ホワイトといふ如きものに至るまで色々の種類の光があります．第3番
目には星の光がチラチラとちらつくことの美です．これも，若し星の光がち
っともちらっかなかったならば，天はどんなに淋しいだろうと考へて見ると，
ちらつくことの美といふことがはっきりわかります。一々かうV・ふ風に星の
光の性質を妹はつて見ますと，今までは氣が付かなかったが，共れあるがた
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めに星が田子であると考へられる要素が澤山ある．4番目には星の配列の美
です．配列の美を具罷的に系統的にしたものが星座です．星座といふものは
星一っ一つから出來たのでなしに，10から100・1090位の星が集って，何百
年何千年の明野によって造られたものです．これも，屋座といふ風に見るた
めに同じ星でも綺麗さが増して曇る．オリオン星座が野中に直線的に三つの
星が並んでをつて，その上下に又かういふ格好に並んでみる．又，北斗七星
といふのはV・つもかういふ姿に並んでをる．星は一つ一つも美しいが，かう
いふグル1プになってみる虞に更に美しさがある．それから，第5の美は星
の蓮動ずることの美です．蓮動といふと，輩に幾何肉的に三所かの判所へ移
って行くといふ風に机の上では考へますが，決して群籍はそんな簡軍なもの
ではなくて，蓮動にも種類がある．一々の星がそれぞれ違った蓮動をして大
室で舞踏をしてみるやうに見えます．
　こんな風に面白い天牛の現はれ方ですが，これが昔から只綺麗だ綺麗だと
いふ事ばかり考へられて居ったのでなく，これが東洋でも西洋でも學術の形
をとって來たのは，最後の天領の運動といふものの極く系続的な研究が始ま
ったからであります．天平の運動には3種類の蓮動があります・
第ユ種類は隔週運動，第2種類は年週蓮動，第3は遊星運動であります．此の
中で日週運動といふものが一番著しく目につく．これは杢ての星が東から西
へと圓形運動をしてみるもので，速さは大回1日に一遍つつ繰り返してみる．
太陽が，東から現はれて西へ没し，翌R又東から現はれる・これと同じ運動
を星がやってみる．髭の事は，10分野も見て居ればLナルポド動い允「といふ
ことがわかる．さうして，干れは我々に最後の第5段の星の美しさを味はせ
る丈けでなく，これが甚だ實用的な役目を我々に勤めてくれることになるの
です．例へば我々に極く適確な時闇を教へてくれる．又，非常に正確な方角
を知らせて呉れる．殊に吾々がキヤムプ生活や，自然生活をしてみる時に，
適確な時貸を知り度い，方角を知り調いと思へば，星に依るより他はない・
族に出て，宿屋に泊ってみる時など，時計が止ってみたりすると，私はこっ
そり脱け出してLあの星があすごへ撃てみるから2時孚か3時だな■といふ風に
して時計を直すことがあります，叉，方角でも磁石どころでなく，もっと正
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確な方角を知り，我々の生命をこれに託することが出來るのは星です．この
日干運動のために，杢ての星は東から出て西に入る．東の地畔線から上って，
子午線の虚で南中しそれから西へ渡する．オリオンの三つ星の向って右に當
ってみる星は，天の赤道上の星ですから，世界中開庭から見ても正しく東か
ら現はれて正しく西へ没する星です．赤道より少し北の星は，東よりも少し
東北から上り，西北へ渡するし，赤道より南の星は東南から上って西南へ渡
する．すっと北の方へ行くと東北といふよりも，例へば北斗．ヒ星などは引く
北に近V・所から現はれて來て，叉，北に近い所へ渡してしまふ．さういふ蓮
動をやる．北極星の周りに北斗星が動いてみるのを見てゐますと一北極星
も北極から極ぐ少しは離れてみるので，北極を中心にして小ざV・剃手を書い
て廻ってみるのですが　　北極から離れてみるものほど，其の圓形が大きい．
憎き過ぎて地ZF線にぶつかるのが，帥ち星の出没rising，　se亡tingです・機械
の護達しなかった以前は，このrising，　settingといふことが唯一の槻測法で，
これを見て昔の入は時刻及び春夏秋冬を決めたものです．どの星が何時に，
どの方向から出没するかと云ふと，其れは土地（詳しく言へば土地の経緯度）
に依ります．例へば地球上の北極へ行きますと，北極星が頭の上へ來て，全
ての星は頭上の一貼（天の北極）を中心に周罰するだけで，出没をしないで，
一定の高さのまSでるます．同様に，地球の南極へ行っても，星は頭上を同
るばかりで出渡しません．太陽も北極や南極では孚年の闇は上りも下りもせ
す，今夜の別なく何時でも輝いてゐます．さて，次には，地球上の赤道へ行
けば頭の上に天の赤道が干て，北極や南極は低く水卒線に來ますから，此庭
では，全ての星がライジング，セッティングをして一つも対形運動をしない
ことになります．すべて土地によってどんな星がどんな蓮動をするかといふ
ことが定まるのです。こうした知識は沈潜する者，野外生活をする者にとっ
て非常に面白い下しみとなります．一鵬吾々が所々方々へ族満しても，地
上に在る物の美しさ聴けでなしに，L此虞まで來たので，弓庭では何んな星が
何んなに見える「といふことを知るのが樂しみなものです．門司からi嚢湾へ
行くまでの卜書夜の闇に，緯度が10度も憂りますから，毎夜寝るのが惜しい
ほどに天が攣る．況やシンガポ1ルまで行きますと，もう天全罷が攣って來
天界185 キヤンパ1のために常識としての天雷學 349
る．天丈三星から言へば，東西に族行ずることは面白いことはありませんが，
南北の特牛は緯度の關係から非常に興味の深v亀のです・米國へ渡る途中で，
ハワイを通ると，南の方の十字星が見える．日本に比べて緯度の差は僅か10
度ばかりですが，ハワイまで行くことによって今まで何うしても見えない物
が見えて割る．この星は憂鰭の人にも見える．共の代り北海道へ行けば（或
は樺太へ行けば）北斗七星全部が沈まないでるますが，此事は京都では到底
経験することの町勢なv・不思議な現象です・かうv・ふ風に日週運動の観察と
いふものは非常に面白v・ものであります．日週明動を現すのにかうv・ふ玩具
みたいな物が大分前から禺來てるます．（星座早見を示す．）縁に日嗣を興り，
　　　　　　　　き共の内側に時聞が刻ってあって，日と時間を合はすと，其の時の天全騰の星
が現はれる．これは詰り日週運動を模型で現はしたものです。此極を中心と
して天は絶えず廻ってみる．これは書でも夜でもやってみる．で，この，今，
日の暮れなv・5時25分置窒には何が見えてみるからV・ふことを知らうと思へ
ば，今日は4月の1日ですから，それと時刻とを合はせると，丁度太陽が地李
線近くにあって漸く波するといふ時刻，丁度南にLオリオジがあり，其の北
にL贋者コがあったりするのですが，實際の室は，書ですから太陽の光で，星
は見えません．もうユ時間経つと，：太陽が西の：方に堅してしまひ，星は（未だ
あまり阿りませんから）オリオンなどが見える筈です．それがもう12時聞も
経って朝日の現はれる時分になると，すっかり攣はつて來るのです・この道
具は星を初めて研究する人に非常に便利であるばかりでなく，大州財用上に
も役に立ちます．しかういふ星が天のあすごに現はれてるるから，此の邊だ
な、と岡を天の現象に合はしますと，若し其の日の日附が知れてをれば，星
から声聞がわかり，又，若し時間が知れてをれば，日附けがわかるわけであ
ります．かういふ物はキヤムプに一つ位はあった：方が良いと思ぴます．何等
の本屋にでもあります．50下位で買へるでせう．ちっと大き過ぎますが，今
の北極の方角もわかるし，下用的に百パ1セントの数力があります．
　次には年号運動これは1年に一度づs同じ天象が繰り返される影野で，
春には春，：夏には夏，秋には秋，冬には冬と，天の星は一定の運動をする．
それで例へばキャムビングをする知合にも，時期が違へば天髄の姿が攣って
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來るわけです．春には花が険くとか，秋には紅葉が映えるとかいふことは我
々は知ってをりますが，それと同じ意味に於て春にはかうV・ふ星が現はれ，
秋にはあ㌧いふ星が現はれるといふことになるのです．これは太陽の凋りを
地球が公韓してみるからであります．口舌蓮動は地球が自縛してみるからで
すが，この自営も公榑も長い聞共の眞相がわからなかったのですが，コペル
ニクスといふ天文家が今から4⑪O年前に下見しました．東洋では長V・聞穿れ
がわからなかったので，我が國の學者達が，完全に之を知ったのは今から
100年位前であります．本を讃んで見ますと，まだ幕末時代に，L世の中に世
界が動くといふ事を云ってみる者があるが，そんな馬鹿な事があるべきもの
でない「と，地球の自榑公鯨を知らないどころか，却って抗物してみる論文
を私は見たことがあります．
　次に遊星運動ですが，昔からL遊星「といふのば太陽と月と火星水星木星金
星土星，全部で七つ，何れも肉眼で見える星で，これが他のものとは蓮って
特殊な蓮動をするといふので昔から特に注意を惹いたものです．先づ太陽は
どういふ響動をするかと云ひますと，先程から申します日週運動をする外に，
自分で廣v・天室を蓮動ずる．黄道とv・ふ道，勿論口に見えるものではありま
せんが，その線の上を太陽は一一一・人群をして，1年経てば元の所へ麟へつて來
ます．3月21日の春季皇蜜祭の時は春分と云ひ，それから9月23日の秋季皇寮
祭の時は秋分と云って，何れも夜と叢とが同じ長さになりますが，その時に
は太陽は黄道の上にもあり，赤道の上にもある時で，書夜は李分になります・
黄道と赤道とは23度牛刀v・てるるものですから，毎日々々太陽が赤道から離
れて行くことによって書の長さと夜の長さの違ひが現はれて來ます．今から
段々夏至に近づいて行きますが，その特筆孚球では書が長く夜が短い．それ
から9月23日秋分の際に書夜明分になり，その後，段々叢が短くなって，冬
至には一番書が短くなります，こうした書夜の長短は太陽の蓮動から現はれ
て掌るものです．それから，月も黄道を行きますが，嚴密に云ふと月の通る
道は白道と云ひます．此の名は東洋のものです．西洋では軍にMoon’s　path
と云ってをりますが，支那ではし白道「とV・ふ名がちゃんと附いてゐます．月
はユ年に天を凡そ12周廻る．それで太陽に較べると，ほq2倍の速さで，新
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月から満月へ，満月から又々に小さくなって再び新月にとv・ふことを絶へす
繰り返してゐます，月の眺めといふものは，私が申すまでもなく皆さんの方
がよく御存知です．又，これは實用的にも大事な事です．次には火水木概評
ですが，此の中で水星と金星の二つは，地球より小さVO軌道を動V・てるるた
めに，何時でも太陽から僅かばかり西か東に見えるだけで，決して太陽から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あげ離れた所に見えません．共に沓の明星，曉の明星として見えるだけで，決し
て夜中には見えませぬ・水星は太陽に殊に近V・ので，水星を見ようとすると
非常にむつかしいものです・一生涯見えぬ人もある．此頃は朝早く見えます．
今後，段々太陽の向ふ側を通り過ぎると，夕方に見えるやうになります．次
に火木土，これは矢張り太陽の周りを廻ってゐますが，地球の軌道よりも軌
道が大きいために，夜rilにも見えます．夜中に見える頃は一番我々に距離が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あけ近い時で，上れに反し，火野土が宵の明星や曉の明星のやうに見える時は距
離が遠く，光も淡くて，コンディションが悪い時です．大膿黄道を行ぎまず
けれど，時々何とも形容の出來なv・やうな複雑な軌道を書くことになってを
ります．何だか一種の謎のやうな運動をしますが，この謎を解くために昔か
ら天文學者が苦勢しました．3000年もかNつて此の謎は解けなかったのです
が，ニユウトンが出て，僅か3年か4年の間に解いてしまった．今年は火星は
見えません．來年にならなければ見えません．火星は大耳2年と2ケ月で見え
るやうに廻はります．木星は此頃朝早く見えます．土星も朝早く見えまず．
この2，3年置6月頃から翌年のお正月まで見える．木星はそれよりも少し早
い時刻に見える．いつれも肉眼丈けでなしに，望遠鏡を用意して置くと，衛
星が見えたり輪が見えたりします．併しこれは實用的な知識にはなりません・
　倫，純粋の實用方面には入って行きますと，例へば時刻を知らうといふ揚
合にも，先程の話に鯖へりますが，星座早見のやうなものを持って居りませ
んと一寸手間が要ります・私も夜の時刻を知るのには星を眺めてから，＋一
の少しく面倒な計算が要ります．これは多少の豫備知識が要るために，どな
たにもお勧めすることは出來ませんが，星座早見さへ持ってをれば，時刻の
判断はどなたにも出來ます．
　それから，太陽は書見える天艦ですから，夜の天艦と同じやうに取り扱ふ
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ことは出営ませんが，太陽は甚だ實用的な役に立ちますので，太陽さへ見え
てをれば，時刻もわかりますし，方角も，（これは一寸むつかしいですが）わ
かります．私も町所へ行くのに，學生時代に太陽を糊測しつギ方角を定めて
行ったことがあります．田舎から始めて東京へおったのが大胆の1年生の時
でしkが，新橋の騨へ初めて着いたけれど，方角がさっぱりわからなV・ので，
太陽の高度と方角とを観測し，地圓を引つばり出して，L此虞から東京の帝
大へ行くのにはどう行ったら良いか「といふことを見て行ったことがありま
したが，東京あたりでさうV・ふ事をするのは人に道を聞かすに行かうといふ
攣卜者の仕事ですが，山や野原へ行った場合は天膿の槻察は必要です．只，
方角を知るためにも，太陽の運行を一通り知って置くことは大事な事です．
太陽で直接時刻を知るのは日時計ですが，日時計といふものは昔から使って
　　　　　　　　ものすぎをつます．今でも事好家が持ってをりますが，日時計は割合役立つものです・
これも野外の自然生活をされる方は，一つは持ってお在でになってもよろし
い．うまく使へば5分位の蓮ひはあっても，5時5分か15分かは【超別がつきま
す．これには一寸計算が要りますが．＿．．・殊に日本の時刻とVbふものは，明
石の時聞を使ってをりますから，明石以外の虞で日時計を使ったならば，明
石よりどれ丈け東に居るか，西に居るかを計算しなければならぬ．又，太陽
の傾斜のために5分か10分は違ふかも知れん．さういふ面倒はありますが，
併しそれはちやんと表が出來てをりますから，1年中何月何日にはどういふ
風に補正すれば良いといふやうに補正が出て居ります．3分や5分の違ひで
時刻がわかれば大野汽車にも乗り選れすにすみます．30分も違ふと大声です
が，．．．．．．
　それから太陽によって方角を見ること，これも慣れると良いのですが，慣
れない方は大呼な闇違ひをすることがある．朝日は東から出て西に入る，と
云ひますが，これは春分と秋分の時だけです．夏至の時は東北から西北へ入
るのですし，その他1年中の季節により，日出や日渡は幾らかつN南か北へ
偏ってみるので，しいつも太陽の上る所が東■と思って居ったら大きな間違ひ
です．慣れない入が太陽によって方角を見ることは危険です．又太陽は，明
石よりも自分が東にをれば早くやって來ます．東京は明石よりも19分も早い・
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幅岡は20分も逓v・・維度が15度違ふと時刻が1時闊違ひます・360度を24時間
かNつて一まはりして來るのですから，1時闘には15度です．明石の経度は
東経135度ですから，それから自分はどれ丈け東に居るか西に居るかを計算
し，自分の居る土地では太陽が何分ほど早く來るか，邊く割るかを考へねば
ならぬ・さうV・ふ一通りの知識は持って居っても良い．
　最後に，キャムビングの生活中に望遠鏡を持ち込んで見ると，大駈面白い
ものです．口径50ミリか80ミリ位の望遽鏡を持って非常に樂しいものです．
肩にかけて持って歩けるやうな望遠鏡，50ミリ程度のものです．吋にして
2吋．そしてチューブが伸縮するやうになってをり，倍数が50倍位．その位
のものは月やら木星などを見るには十分です，月などには倍率がさう大きく
なv・方が良い．50倍以内の方が良い．書は太陽の黒貼なども十分見ることが
出來ます．それ以上のものは野外生活としては便利でないでせう．倫50倍内
外で夜になれば見える物が色々ありますが，これは皆さんが，後に本に依っ
てでも研究して頂いたら良いと思ひます．（下略）
　　　　　　　　　7月5日の月食
　　　　　　　部秀食（歌亜大陸一帯で見える）食分⑪．272
この月食は月が昇交轍を通過するのであって，
　皐月の赤経封衝は　7月5「12時43分36秒3となり，
　　月が回想に入るのは
　　月が本影に入るのは
　　食　　　甚　　　は
　　月が本影を去るのは
　　月が牟影を去るのは
故にこの月食は，
，，4日23時58分（東経134。59’
，，5日　　1日寺26分（　，，　113048’
　，，　　　2日寺25分（　，，　　99。40’
，，　　　3日寺24分（　，，　　85。28ノ
，，　4時52分（”　64。20ノ
南冷章22。17〆）
，，　22。09つ
，，　22003t）
．　21e57i）
，，　21048’）
インド洋の頭上で最も好都合に見えるわけである。
